


 



オーセブンCADがパソコン上に存在しない

場合、外観デザイナーのインストールDVD

を入れた後、左図のメッセージが出ます。

一旦インストールを終了し、オーセブンCA

Dをインストール後、再度、外観デザイナー

をインストールしてください。

外観デザイナーをインストールする前にオーセブンCADをインストールする必要が

あります。

外観デザイナーのインストール

外観

(2)　「次へ」をクリックします。(2)

(3)　外観デザイナーの使用許諾契約になります。

　　内容をご確認の上、「はい」を選択してください。

　　同意していただけない場合は、「いいえ」の

　　選択となりますが、インストールが途中の状態

　　で強制終了となります。

(3)

(1)【バージョン11と一緒にご導入頂いた方】

　　※外観デザイナーはバージョン11のDVDで

　　インストールできます。

　　バージョン11のインストールDVDを

　　パソコンに入れます。

　　「外観デザイナー」のフォルダを開いて

　　「setup.exe」をダブルクリックします。

ダブル

ダブル

　【バージョン10以前の方・

　　　追加で外観デザイナーをご導入頂いた方】

　　外観デザイナーのインストールDVDを

　　パソコンに入れます。

　　 コンピューターの中の「DISK1（左図）」

　　 をダブルクリックします。

(1)



インストール手順　外観デザイナー

　　　　詳細説明　その他→「07アップ　

　　　　デートサポートツールについて」WebﾏﾆｭｱﾙWebﾏﾆｭｱﾙ

(4) (4)　インストール先を確認後、「次へ」を

　　クリックします。

　　※Cドライブ以外にインストールする場合

　　は［参照］ボタンをクリックし、CをDやEなど

　　インストールするドライブに変更してから

　　「次へ」をクリックしてください。

(5)　「次へ」をクリックします。(5)

(6)　インストールが始まります。

　　（7）の画面にかわるまでお待ちください。

(6)

(7)　左図が出てきたらインストールの終了で

す。「完了」をクリックします。

(7)

(8)　「07アップデートサポート」ツールでア

ップデートします。

(8)





レベル設定

参照マニュアルについて

各ツールや機能についての詳細説明などを参照することができます。

　　　　参考　[レベル設定]を検索
WebﾏﾆｭｱﾙWebﾏﾆｭｱﾙ

　　　　詳細説明　P10～
テキストテキスト

テキスト内にある下図の表記は、参照マニュアルの案内です。必要に合わせて参照してください。

テキストのP10～に載っています。 webマニュアルで[レベル設定]を検索する

と、参照マニュアルが表示されます。

検索結果には様々な関連テキストが表

示されます。参考にご覧ください。

1　デスクトップの「07アップデートサポー

ト」を開き、「Webマニュアル」をクリック

します。

Webマニュアル

webマニュアルの閲覧方法

07アップデートサポートまたは、CAD画

面右上の07ボタンから閲覧できます。

WebﾏﾆｭｱﾙWebﾏﾆｭｱﾙ

2　表示された画面の中央にある「検索」の

左枠内にテキストに記載されているキーワー

ドを入力して[検索]を押します。

　　　　参考　[レベル設定]を検索
WebﾏﾆｭｱﾙWebﾏﾆｭｱﾙ

上の場合、左図のように検索します。

※webマニュアルの画面レイアウトは予告なく変更

になる場合があります。 3　検索に引っかかったタイトルをクリック

で選択して閲覧してください。

ダブル

07アップデート
サポート
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外観デザイナーとは･･･

外観デザイナーの目的

　外観デザイナーの使用目的をご説明します。

1

　外観デザイナーは外構図面の見栄えをよくするために、実際の建物に近い印象の外観を自動で

作成するソフトです。

　基礎を作成後、外観デザイナーを起動すると基礎に合わせた建物を自動的に作成してくれるの

が大きな特徴です。

　

　窓の位置、形、大きさ、屋根の形状、バルコニーの位置、高さなどは変更ができるので、イメ

ージに近い建物を簡単に作成することができます。



2

自動作成： もっとも手軽な手順です。基礎を元に自動で建物を作成します。

作業手順

外観デザイナーの作業手順を簡単に説明します。作図には２種類あります。

①　基礎を作成し、玄関位置を決定。

②　ダブルクリックで外観デザイナーを起動。

①

②

③　【3D編集】で建材セットを選択。

④　【OK】をクリックしてオーセブンCADへ配置。

編集作成： 自動作成した建物を編集して作成します。

①～③　は[自動作成]と同じ。

④　【全て再計算】～【３D編集】をそれぞれ設定。

⑤　【OK】をクリックしてオーセブンCADへ配置。

ダブル



　　　　参考　[CADの概要]を検索
WebﾏﾆｭｱﾙWebﾏﾆｭｱﾙ

　　　　参考　[建物基礎]を検索
WebﾏﾆｭｱﾙWebﾏﾆｭｱﾙ

オーセブンCAD起動

オーセブンCADを起動しましょう。

①　オーセブンCADをダブルクリック

建物基礎作成

3

オーセブンCADで建物基礎を作成しましょう。

①　基礎を配置します

　　　グリットに合わせて配置させましょう。
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ダブルクリック

作図手順　共通

※導入されているバージョンによって、

　アイコンの絵は異なります。

  eE-11



4

玄関位置の設定が出来るようになります。

玄関位置設定

玄関の位置を設定しましょう。

①　玄関配置ボタンを選択

外観デザイナー起動

外観デザイナーを起動すると、建物が自動で作成されます。

▲が表示され、玄関位置が決まりました。

②　玄関の位置を指定

玄関位置を決めた基礎をダブルクリックします。

①　外観デザイナー起動

建物が表示されます。

↓計算中です。

ダブル

玄関設置ボタンをクリックします。

　　を玄関を配置したいところに合わせ、

▲がでたらクリックします。

この後、[自動作成](P5)と[編集作成](P6)で工程が分かれます。どちらかを選択して進みましょう。

玄関位置が指定できない場合は、壁の長さが

1820より狭い場合です。画面右の「大」の

隣の▼をクリックし、「小」を選択してから

入れなおしましょう。P22を参照
小＝910以上の間口用

大＝1820以上の間口用



自動作成した建物を図面上へ配置します。

①　OKボタンクリック

建物形状が完成したので【OK】を押し、

オーセブンCAD に配置します。

最初に作成した基礎が、3Dの建物に

なっています。

変更などが必要ない場合は、外構デザイ

ンと合わせて仕上げ作業に進みましょう。

配置

5

作図手順　自動作成



編集作成

自動作成された建物を編集して、建物をイメージに近づけましょう。

自動作成 完成予想

変更点を確認： 作成したい建物の情報を用意しましょう。

1階平面図 2階平面図
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南立面図

7280

a.

b.
c.

d.
i.

h.

図面がある場合は図面を用意しましょう。ない場合はわかる範囲の資料を用意しましょう。

a.　軒の出

b.　2階の高さ

c.　バルコニー床からの高さ

d.　バルコニー幅

e.　バルコニー出幅（2階壁から）

f.　バルコニー出幅（１階壁から）

g.　玄関ポーチなし（外構で作成のため）

P11　【全て再計算】②で変更する点

h.　サッシ形状・位置

P12～16　【平面図編集】で変更する点

i.　屋根形状

P18　【屋根編集】で変更する点

6

作図手順　編集作成



外観デザイナー起動

自動作成で[配置]をした場合はもう一度外観デザイナーを起動します。

[配置]していない場合は次へすすみましょう。

基礎をダブルクリックします。

①　外観デザイナー起動

建物が表示されます。

↓計算中です。

ダブル

外観デザイナーが起動しない・・・

①　外観デザイナーが起動しないときは、オーセブンCADのレイヤを確認してください。

　　【敷地基礎】のレイヤになっていないと、外観デザイナーは起動しません。

②　玄関位置は決まっていますか？▲が基礎についていないと外観デザイナーが起動しません。

③　玄関設置ボタンが押された状態になっていませんか？

　　ボタンが押されているとボタンが黒色になります。押されている時は設定中なので、

　　玄関位置が変わってしまったりします。正しい位置で決定するか、玄関配置ボタンを押し

　　てください。

7

設定中設定済または未設定

※導入されているバージョンによって、

　アイコンの絵は異なります。



8

①　作業手順ボタン： 外観デザイナーの作業手順です。上から下へ作業を進めます。

詳しい説明はP24へ

外観デザイナーが起動すると、この画面が表示されます。

基本機能

外観デザイナーの基本、起動画面の各機能を説明します。

①

②

【すべて再計算】

【平面編集】

平面図で変更した内容で階高、屋根勾配、バルコニー、ポーチの

設定を変更できます。

【３Dのみ再計算】

【屋根編集】

【３D編集】

【OK】

・・・

平面図の編集をします。各階の壁の長さやサッシの変更をします。

建物の設定を初めからやり直します。

階高、屋根勾配、バルコニー、ポーチの設定ができます。

屋根の編集をします。寄棟、切妻の設定も可能です。

完成した建物を見るプレビュー画面です。

外観デザイナーを起動すると【３D編集】の状態です。

サッシの変更、屋根勾配等の設定ができます。

作成した建物をオーセブンCADへ配置します。

・・・・・

・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・・・

③

詳しくはP23へ



9

基本機能

拡大ツール

：画面を拡大するツールです

②　ツール： 外観デザイナーの基本ツールです。

終了：外観デザイナーを終了します。

※作業した内容はすべてなくなります。建物を配置したい場合は「OK」を

クリックしてください。

パンカーソル・セレクションポインタ・拡大・縮小ツール

パンツール

：画面を動かすツールです

縮小ツール

：画面を縮小するツールです

セレクションポインタツール

：選択する際使用するツールです

画面上をドラッグして動かします。 選択したい図形に　　の先を合わせて

クリックします。

拡大したい範囲をクリック→クリックで

囲みます。

縮小したい範囲をクリック→クリックで

囲みます。



③　階層： 現在の階層が表示されています。

クリックで階が選択できます。

選択されている状態で右クリックをすると複製・削除ができます。

表示されている階に　　が入っています。

クリックで表示・非表示を切替できます。

選択　→ 右

選択している

階を複製。

選択している

階を削除。

10

１階建の場合 2階建の場合 3階建の場合

階層の例

基本機能



建物設定が初期化されます。

一番簡単な完成の方法です。

1000

2800

455
1820 0

チェックはずす

7280

②　数値を入力

　　

　　メッセージが表示されますが、

　　OKを押してください。

　　

①　【全て再計算】ボタンをクリック

建物の高さ、屋根勾配、バルコニー、ポーチの設定画面です。

P6の[変更点を確認]の平面図、立面図を参考に数値を入力します。

下図のa～gの設定をしましょう。各項目はP6の[変更点のを確認]の図を参照してください。

a.

b.

c.

d.

e. f.

g.

【全て再計算】

④　OK　で設定完了

[OK]をクリックします。

建物設定が再計算されます。

11



①　【平面図編集】を選択

　　

　　メッセージが表示されますが、

　　OKを押してください。

　　

【平面図編集】

平面図を編集します。外壁、バルコニー形状、サッシの変更ができます。

1階のサッシと玄関ドアを編集してみましょう。

作業しやすいように拡大しておきましょう。

親子玄関ドア 掃出窓　1820（6075）
シャッターBOX付き

画面切替： 平面図編集の画面に切替ます。

①　1階のみ表示

表示項目に1階のみにチェックをいれま

す。

2階を編集する場合は2階のみチェック

をいれます。

玄関・サッシ変更： 既に配置してあるサッシを変更します。

平面編集ボタンをクリックします。

拡大が終わったらセレクションポインタに戻しておきます。

12

参照：P34



平面図編集

②　サッシを選択

変更するサッシをダブルクリックします。

編集画面が表示されます。

③　親子ドアに変更

▼をクリックし、標準を選択します。

親子ドアは[タイプA]にセットされていま

せん。

[標準]の[ドア]から選択します。

④　OK　で設定完了

[OK]をクリックします。

玄関ドアが変更されました。

ダブル

上記を選択すると左図の状態になります。

種類：ドア　→　

　　　玄関ドア親子を画面上へドラッグ。

13



⑤　サッシを選択

変更するサッシをダブルクリックします。

編集画面が表示されます。

⑥　種類・サイズ・オプションを選択

種類：掃出窓2　を画面へドラッグ。

サイズ：1820（6075）　を選択。

オプション：シャッターBOX　にチェック。

詳しくはP34を参照してください。

オプション

サイズ

上記を選択すると左図の状態になります。

⑦　OK　で設定完了

[OK]をクリックします。

南面左側のサッシが変更されました。

ダブル

種類

14

平面図編集

[標準]を[タイプA]に戻しましょう。

手順はP13と同じです。



キーボードの

[Delete]　または　[BackSpace]を

押します。

①　削除したいサッシを選択

選択するとサッシの色が変わります。

②　削除する

サッシが削除されます。

サッシ削除： サッシを削除することができます。

削除したいサッシをクリックします。

左図　　　　にP14と同じサッシを入れた

いのですが、2つあるので1つ削除します。

またはDelete BackSpace

　　

　　メッセージが表示されますが、OKを

　　押してください。

　　

もう1つのサッシは前ページで設定した

ものと同じにします。

《サッシ変更の練習をしたい場合》は、

前ページと同じ手順で変更しましょう。

同じものを複数使う場合、《複製》機能が

あります。

《サッシを複製する場合》は左図のサッシは

必要ないので削除しましょう。

《変更》または《削除》

15

平面図編集



有効 解除

①　選択

選択するとサッシの色が変わります。

②　移動

移動したい所へドラッグします。

サッシ移動：ドラッグでサッシを移動させる事ができます。サッシ移動：

①　複製

メニューが表示されます。

サッシ複製： 同じサッシを配置したい場合、複製することが出来ます。

同じ位置にサッシが複製されます。

（2つ重なった状態になっています。）

複製したいサッシを右クリックします。

右

[複製]をクリックします。

移動したいサッシをクリックします。

壁とグリッドがずれていると、壁か

らサッシが外れてしまうことがあり

ます。

グリッドを解除してから、もう一度

壁の上に移動しましょう。

※グリッドを建物に合わせたい場合は

P28を参照してください。

参照：P35.36

16

平面図編集



サッシ追加： 何もない壁にサッシを追加する事ができます。

①　製品を追加

メニューが表示されます。

サッシを追加したい壁を右クリックします。
右

[製品を追加]をクリックします。

編集画面が表示されます。

一覧から好きなサッシを選択してドラッグ

します。

②　製品を選択

追加されました。

17

平面図編集



②　2階のみ表示

2階のみを表示させます。

屋根変更： 屋根を寄棟から切妻に変更してみましょう。

③　切妻変更

矢印の先端を切妻にしたい部分の壁に

合わせて右クリックします。

④　[屋根なし]

[屋根なし]をクリックします。

屋根の編集ができます。寄棟を切妻に変更、勾配や軒先の設定ができます。

右

【屋根編集】

2階平面と屋根伏せ図が表示されます。

メニューが表示されます。

切り妻に変更されます。

①　【屋根編集】を選択

屋根編集ボタンをクリックします。

18

参照：P40



3Dで確認・変更ができます。

【3D編集】

画面右と下のスクロールバーを使って３Dの建物を見てみましょう。

左（-）右（+）に移動

製品の移動： サッシを右クリックすると編集することができます。

※　各面を立面で見たときの左右・上下方向に移動します。

上（+）下（-）方向に移動

サッシを移動します。

サッシを複製します。

サッシを削除します。

サッシの種類・サイズを変更します。
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建物完成です。

外構デザインと合わせて仕上げ作業に

進みましょう。

配置

自動作成した建物を図面上へ配置します。

①　OKボタンクリック

建物形状が完成したので【OK】を押し、

オーセブンCAD に配置します。
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玄関位置設定

ツール説明

基本機能

【全て再計算】

【平面図編集】

【3Dのみ再計算】

【屋根編集】

【3D編集】

以下は各ツールの基本説明になります。

実践的な作成方法については、ユーザーサイトのwebマニュアルでご覧ください。



玄関位置設定

玄関位置を設定します。外観デザイナーで建物を作る最初の作業です。

オーセブンCADの敷地基礎レイヤで作業します。

玄関位置設定： 玄関の位置を決めます。オーセブンCADの敷地基礎レイヤで作業します。

①　「玄関位置」を決める。

画面右の「玄関設置」ボタンをクリック

し、玄関を配置したいところへ　　　を

あわせます。

レイヤは「敷地基礎」、基礎はできるだ

け拡大しておきましょう。

▲が玄関を配置したい位置に表示された

ら、クリックします。

21

玄関位置が指定できない場合は、壁の長さが

1820より狭い場合です。画面右の「大」の

隣の▼をクリックし、「小」を選択してから

入れなおしましょう。P22を参照。 小＝910以上の間口用

大＝1820以上の間口用



玄関位置指定

▲の位置を変える・消す：

玄関位置指定： 置きたいところに▲が入らないとき･･･

①　「玄関位置」のサイズを変更する。

画面右の「玄関サイズ」の　　　をクリ

ックし、「小」を選択します。

「玄関サイズ」は玄関位置を指定したい

壁の長さで判断します。

・1820以上の時→大

・1820より小さい時→小

大

小

▲の表示位置を動かしたり、非表示にすることができます。

▲に　　をあわせ　　になったらWクリックします。W

建物壁から▲の先端までどれくらい距離を開けるか

▲の一辺の長さ

▲を非常時にしたい時に　　を入れます。

22



①　作業手順ボタン： 外観デザイナーの作業手順です。上から下へ作業を進めます。

次ページの[作業手順の注意]を必ず読みましょう。

外観デザイナーが起動すると、この画面が表示されます。

①～⑥の部分に分けて説明します。

基本機能

外観デザイナーの基本、起動画面の各機能を説明します。

① ②

④

【すべて再計算】

【平面編集】

平面図で変更した内容で階高、屋根勾配、バルコニー、ポーチの

設定を変更できます。

【３Dのみ再計算】

【屋根編集】

【３D編集】

【OK】

・・・

平面図の編集をします。各階の壁の長さやサッシの変更をします。

建物の設定を初めからやり直します。

階高、屋根勾配、バルコニー、ポーチの設定ができます。

屋根の編集をします。寄棟、切妻の設定も可能です。

完成した建物を見るプレビュー画面です。

外観デザイナーを起動すると【３D編集】の状態です。

サッシの変更、屋根勾配等の設定ができます。

作成した建物をオーセブンCADへ配置します。

・・・・・

・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・・・

③

⑤

⑥
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基本機能

作業手順の注意： 作業手順のに関しての説明です。よく覚えておきましょう。

【すべて再計算】

【平面編集】

各階高さ、屋根勾配・出幅、バルコニーの高さ・床厚。

玄関ポーチのレベル。

【３Dのみ再計算】

【屋根編集】

【３D編集】

・・・

各階壁・バルコニーの形状変更・追加・削除。

サッシの変更・追加・削除。（【３D編集】でも変更可能）

各階高さ。（【３Dのみ再計算】【３D編集】でも変更可能）

屋根勾配・出幅。（【３Dのみ再計算】【屋根設定】でも変更可能）

バルコニーの出幅・向き・2階床との差・高さ・床厚。

（高さ・床厚は【３Dのみ再計算】で変更可能）

玄関ポーチの出幅・段数・レベル。

（レベルのみ【３Dのみ再計算】で変更可能）

屋根の勾配・出幅・レベル・軒先形状変更。寄棟、切妻の切替設定。

（【３D編集】で寄棟・切妻の切替以外変更可能。）

各階高さ、外壁断面変更。

サッシの変更・追加・削除。

屋根勾配・出幅・レベル・軒先形状変更。トップライトの追加・削除。

・・・・・

・・・

・・・・・

・・・・・

外観デザイナーは【全て再計算】から設定が始まり、下へ工程が進んで建物が完成します。

（外観デザイナーを起動したときに【３D編集】になっているのは、そこから上の項目が既に自動

設定された状態のためです。）

優先順位は上にある項目ほど高くなっています。

例）

・【全て再計算】でバルコニーのサイズを変えると平面図が変更される。

・【平面図編集】をすると屋根が再計算される。

など･･･

【屋根編集】で屋根の形状を編集してから【平面図編集】でバルコニーの形を変えたりすると、

屋根が再計算されて設定前に戻ってしまいます。

建物を編集したい場合、上から順に設定を進めていかないと何度も設定をしなくてはいけなくな

ります。

下図は各項目で設定する（できる）内容の一覧です。

編集する時は下図を参考に編集を進めてください。
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スクロールバー：

青いつまみを動かすと視点を回転させることができます。

縦方向は上下、左右方向は左右です。

②　作業画面： 外観デザイナーの作業画面です。

建物の平面やパースを見ることができます。

画面全体表示ボタン：

押すと用紙全体が見えるようになります。

左← →右

上

↑

↓

下

編集手順例： 編集する内容別の手順例です。

例2：サッシ・屋根を切妻に変えたい。

①【屋根編集】

②【３D編集】

寄棟、切妻の切替設定。

サッシの変更・追加・削除。

サッシは【３D編集】で変更・追加・削除

ができます。

屋根を切妻にするには【屋根編集】でしか

設定できません。

【３D編集】と【屋根編集】では【屋根編

集】の方が上にあるので、【屋根編集】→

【３D編集】の順で作業しましょう。

※P40参照

※P43参照

例1：２階の形を変えたい。

①【平面図編集】各階壁の形状変更。

※P33参照

２階壁は【平面図編集】で変更できます。

玄関ポーチの設定変更がなければ、【全て

再計算】に戻る必要はありません。

終わったら【３D編集】で確認し【OK】

をクリックします。

右

左右スクロールバーを右クリックで

前後左右の視点が選択できます。

上下スクロールバーを右クリックで

正面、上、斜めからの芯が選択できます。

右
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通常、建材設セットは画面下に隠れています。

　　　　　　をクリックすると上図のように建材セットの一覧が表示されます。

必要があれば、タイプを変更してください。※タイプの内容は下を参照。

一覧を隠す時は　　　をクリックします。

③　建材セット：自動的に配置される建具の組み合わせパターンです。
【３D編集】でしか選択できません。初期設定でパターンAが選択されています。

建材セットを変更するには、いずれかのタイプを作業画面上の建物にドラッ

グします。

タイプA

タイプB

タイプC

A,B,Cタイプ以外の建具を選択することもできます。（選択方法は平面図編集P34へ）

はじめに、作成する建物で使用されている建具に近いタイプを選択しておくことで編集の手間

が省けます。

一般的な建具セット
です。

欄間や格子付きの建
具セットです。

和風向けの建具セッ
トです。
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拡大ツール

：画面を拡大するツールです

④　ツール： 外観デザイナーの基本ツールです。

終了：外観デザイナーを終了します。

※作業した内容はすべてなくなります。建物を配置したい場合は「OK」を

クリックしてください。

パンカーソル・セレクションポインタ・拡大・縮小ツール

パンツール

：画面を動かすツールです

縮小ツール

：画面を縮小するツールです

セレクションポインタツール

：選択する際使用するツールです

画面上をドラッグして動かします。 選択したい図形に　　の先を合わせて

クリックします。

拡大したい範囲をクリック→クリックで

囲みます。

縮小したい範囲をクリック→クリックで

囲みます。
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建物とグリッドが合っていないときに、グリッドを移動して合

わせることができます。

※【平面編集】の時しか設定ができません。

⑤　グリッド： 建物の基準となるグリッドの設定ができます。

右

・ON（青色）の時、作業画面内のマス目（グリッド）に吸着します。

・クリックでON/OFFが切替えられます。

・右クリックで下図の「用紙移動」・「グリッド設定」が選択できます。

グリッド1マス分のサイズを指定します。

用紙位置が大幅にずれてしまった時に「0」すると、初期状

態に戻ります。

28

①　「用紙移動」をクリックし、作業画面内のグリッドを建物

基礎内へドラッグします。

ドラッグ

離す

②　建物基礎の角にあわせたらマウスを離します。

基礎厚の中心にあわせる。

③　移動が終わったら、セレクションポインターツールをクリ

ックします。

セレクションポインタツールをクリック

すると「用紙移動」が終了します。

用紙移動の手順

基本機能



⑥　階層： 現在の階層が表示されています。

クリックで階が選択できます。

選択されている状態で右クリックをすると複製・削除ができます。

表示されている階に　　が入っています。

クリックで表示・非表示を切替できます。

選択　→ 右

選択している

階を複製。

選択している

階を削除。

１階建の場合 2階建の場合 3階建の場合

階層の例
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①　情報： 初期化の確認です。

【全て再計算】

建物の高さ、屋根勾配、バルコニー、ポーチの設定画面です。

②
③

【全て再計算】をクリックすると、下図の画面が表示されます。

①～④に分けて説明します。

④

①

【全て再計算】をクリックすると、それまで設定した内容が初期化されます。

建物の高さ、屋根勾配、バルコニー、ポーチの設定するには「OK」をクリックします。
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屋根の勾配設定です。

②　壁高さと屋根設定： 各階の高さと、屋根の設定をします。

屋根の軒の出幅です。

屋根の厚み設定です。

上が屋根材、下が破風部分です。

2階の外壁高さです。

1階の外壁高さです。

※2階との境界はバルコニーの一番下よ

りも少し上です。

基礎の高さです。

③　バルコニー設定： バルコニーの高さ、幅、奥行きの設定をします。

　作成する=

作成しない=

バルコニー床

からの高さ

バルコニー床厚

バルコニーの間口幅バルコニーの配置方位2階床からバルコニー床まで

バルコニーの奥行き

1階壁からの距離を指定
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全て再計算

※南=下としています。



④　玄関ポーチ設定： 玄関ポーチの幅、奥行き、段数、高さの設定をします。

玄関ポーチ幅と奥行き

　作成する=

作成しない=

玄関ポーチ1段目の

幅と奥行き

玄関ポーチの

一番高いレベルと階段段数

玄関ポーチ最上段の奥行き
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①　製品： 壁の白い部分を右クリックするとサッシの編集ができます。

【平面図編集】

平面図を編集します。外壁、バルコニー形状、サッシの変更ができます。

①～⑩の箇所を右クリックすると編集ができます。

① ②

③

④

⑤

⑥ ⑦

⑨

⑧

右

サッシの種類・サイズを変更します。（=ダブルクリック）

サッシを移動します。（=Ctrl+M）

サッシを複製します。（=Ctrl+D）

サッシを削除します。（=Delete、BackSpace）

※　ドラッグでも移動ができます。

　　方法はP16を参照。

⑩
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[規格サイズから選択]または[数値入力]

に数字入力で変更が可能です。

サッシを編集する画面です。

34

①　タイプを選択します。

建材セットに登録されているサッシが

表示されます。

▼を押すと[標準]が選択でき、他のセッ

トに登録されているサッシも選択でき

ます。

②

③

④　オプション選択

シャッターや雨戸などをオプション設

定で付ける事が出来ます。

⑤

⑤　オプション詳細

3Dとして角度を付けて窓を見る事が出

来ます。

⑥

⑥　スライダー

⑤スライダーで角度をつけた後、元に

戻す事が出来ます。

⑦

⑦　表示を平面にもどす

④

ド
ラ

ッ
グ

①

④で選択したオプションからさらに種

類を選択することができます。

⑥

製品編集画面：

②　製品一覧

登録されている製品（サッシ）が表示

されます。画面上へドラッグで変更が

できます。

③　サイズ

フロアからの高さ

幅（W）

高さ（H）

平面図編集



移動1： 数値入力の際の符号を覚えておきましょう。

②　フロア　点： 壁の頂点を右クリックすると編集ができます。

右

頂点を移動します。（=Ctrl+M）

頂点を削除します。（=Delete、BackSpace）

※　ドラッグでも移動ができます。

③　フロア　外壁： 壁（グレー部分）を右クリックすると編集ができます。

右

壁の長さを編集します。（=ダブルクリック）

壁の長さ

壁の基準点

壁を移動します。（=Ctrl+M）

壁に頂点を追加します。

壁に製品を追加します。

バルコニーを追加します。

※　ドラッグでも移動ができます。

X→横方向

Y→縦方向 左=マイナス（-） 右=プラス（+）

上=プラス（+）

下=マイナス（-）
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移動2： ドラッグで壁を移動・変形します。

移動させたい壁（または頂点）を目的の位置までドラッグします。

グリッドが建物に合っていれば簡単に作業をすることができます。

※　グリッドの設定と移動はP28を参照。

④　フロア　全体： 建物内側を右クリックをすると階ごとに編集ができます。

右

壁全体を移動します。（=Ctrl+M）

※　ドラッグでも移動ができます。

⑤　バルコニー： バルコニー内側を右クリックをするとバルコニーの編集ができます。

バルコニー全体を移動します。（=Ctrl+M）

※　ドラッグでも移動ができます。

バルコニー全体を複製します。（=Ctrl+D）

バルコニー全体を削除します。（=Delete、BackSpace）

右
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⑥　バルコニー　手摺：バルコニーの壁を右クリックをすると手摺の編集ができます。

⑦　バルコニー　点： バルコニーの頂点を右クリックをすると編集できます。

バルコニー手摺の長さを編集します。（=ダブルクリック）

※　ドラッグでも移動ができます。

バルコニー手摺を移動します。（=Ctrl+M）

バルコニーの頂点を追加します。

バルコニー頂点を移動します。（=Ctrl+M）

バルコニーの頂点を削除します。（=Delete、BackSpace）

※　ドラッグでも移動ができます。

バルコニー壁の長さ

バルコニー壁の基準点

右

右

※　ドラッグでも移動ができます。
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⑧　独立壁・柱： 独立壁を右クリックをするとを編集できます。

独立壁・柱を移動します。（=Ctrl+M）

独立壁・柱の頂点を追加します。

※　ドラッグでも移動ができます。

⑨　独立壁・柱　点： 独立壁の頂点を右クリックをするとを編集できます。

独立壁・柱の頂点を移動します。（=Ctrl+M）

独立壁・柱の頂点を削除します。（=Delete、BackSpace）

※　ドラッグでも移動ができます。

⑩　独立壁・柱を作成：図形がないところを右クリックすると独立壁を作成できます。

右

右

右

独立壁を作成します。

※　選択されている階に独立壁を作成します。

1階に作成 2階に作成
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①　壁高さと屋根設定：

②　バルコニー設定：

各階の高さと、屋根が再設定できます。

バルコニーの高さ、床厚、床レベルが再設定できます。

③　玄関ポーチ設定： 玄関ポーチの高さが再設定できます。

再設定が可能な内容は【全て再計算】と同じです。

変更がある場合は、各所へ数値を入力します。

再設定が可能な内容は[高さ][床厚][床レベル差]です。

変更がある場合は、各所へ数値を入力します。

※[出幅][方位][間口]を変更したい場合は【平面図編集】で変更しましょう。

再設定が可能な内容は[ポーチのレベル]です。

変更がある場合は、数値を入力します。

※[段数][奥行き・幅]を変更したい場合は【全て再計算】で変更しましょう。

　その場合、【平面図編集】で設定した内容は設定前に戻ります。

【3Dのみ再計算】

【平面図編集】で設定した内容を元に、壁の高さ、屋根形状を再計算します。

ここでも壁高さや屋根を設定変更することができます。

※【全て再計算】に戻ってしまうと、【平面図編集】で設定した内容が設定前に戻ってしまいます。

　【平面図編集】後はここで設定を変更しましょう。

②

③

①
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【屋根編集】

屋根の編集ができます。

①

②

③

①　屋根： 壁の上を右クリックすると屋根一面ごとの設定ができます。

①～③の箇所を右クリックすると編集ができます。

壁に頂点を追加します。

屋根を「なし」で切妻、「あり」で寄棟にします。

屋根に製品（トップライトなど）を追加します。

屋根がのる壁の高さ

右

40

※追加後の編集は【３D編集】で行います。P44を参照。

　ここでは種類の選択のみできます。



②　屋根全体： 壁の内側を右クリックすると屋根全体の設定を編集ができます。

屋根編集

鼻隠し・破風・雨樋：

屋根全体　詳細設定でのみ設定可能な項目です。

[手動設定]で左図の内容が表示されます。

形状：軒先の形状です。

厚み：破風の厚みです。

破風板：破風の有無です。

雨樋：雨樋の有無です。

カバー：切妻部分の軒下カバーの有無です。

右
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屋根全体を移動します。（=Ctrl+M）

屋根全体を削除します。（=Delete、BackSpace）

※　ドラッグでも移動ができます。

屋根全体の詳細設定です。※下図参照

2階
軒下壁高さ

2階レベル

レベル：屋根がのる壁の高さです。

勾配：屋根の勾配です。

軒の出幅：軒の出幅です。

表面厚み：屋根の厚みです。

軒下壁高さ：軒下から壁までの高さです。

屋根連動設定



・選択している屋根のみ設定

選択している屋根のみ設定ができ

ます。

　他階の高さを連動させる

屋根のレベルを変更した場合、他の

階の壁もそれに伴って高さ・レベル

が変更されます。

　他階の高さを連動させる

屋根のレベルを変更した場合、選択

している屋根のレベルだけ変更され

て、他の階の壁は連動しません。

⊿の壁を消す ⊿の壁を消す

屋根の⊿の壁部分を

消すことができます。

・階の屋根全体を設定

同じ階に複数屋根がある場合、全て

の屋根を一度に設定できます。

③　屋根の新規作成： 図形がないところを右クリックすると屋根を新規に作成します。

右

屋根を新規作成します。

1階に作成

2階に作成

※　選択されている階に屋根を作成します。

42

屋根編集

屋根連動設定



【3D編集】

３Dを見ながら屋根、サッシの高さ、幕板などの設定ができます。

①　屋根： 屋根の軒先を右クリックすると屋根全体の設定ができます。

①～③の箇所を右クリックすると編集ができます。

右

①

②
③

屋根全体の詳細設定です。

※【屋根】②屋根全体　P41参照。
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屋根についているサッシの角度や高さを変更します。

左（-）右（+）に移動

②　製品： サッシを右クリックすると編集することができます。

右

3D編集

※　各面を立面で見たときの左右・上下方向に移動します。

上（+）下（-）方向に移動

サッシの複製ができます。

サッシを移動します。

サッシの種類・サイズを変更します。

サッシの削除ができます。

右

サッシの左右どちら側を右クリックするかで複製方向が

決まります。

左側に複製

44

屋根についているサッシの場合

右

トップライトのとき選択

ドーマーのとき選択

上からみて角度をつけるとき

（左回りに角度がつきます。）

サッシの高さ

平面角度：0 平面角度：45

屋根を真上からみて･･･



3D編集

③　外壁： 外壁を右クリックすると壁高さ、断面の編集することができます。

右

壁全体の高さとレベルを変更します。

サッシを追加します。

壁の断面（幕板形状）を変更します。

階全体の壁高さ

階全体のレベル

45

壁連動設定

　他階・屋根の高さを連動させる

壁の高さやレベルを変更した場合、

選択している階の壁だけ変更されて

他の階・屋根は連動しません。

　他階・屋根の高さを連動させる

壁の高さやレベルを変更した場合、

他の階・屋根もそれに伴って高さ・

レベルが変更されます。

壁連動設定
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